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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
左右一対の建枠Ａ，Ａと、各建枠Ａ，Ａ間に架設した足場板１３とからなる枠組足場Ｂを
下方から上方に向けて順次組付ける際に順次上方に盛替えながら建枠Ａ，Ａに設置する先
行手摺において、左右一対の短い縦支柱２Ａと長い縦支柱３Ａと、各縦支柱２Ａ，３Ａに
ピン３４，３４を介してそれぞれ回転自在に軸支した一つ又は複数の横支柱４Ａ，４Ｂと
、建枠Ａ，Ａの上部に設けられて各縦支柱２Ａ，３Ａの下部を建枠Ａ，Ａに着脱自在に結
合する第１，第２，第３の取付部材７，８，２３と、第１，第２の取付部材７，８に結合
したパイプ３ａと、上記横支柱４Ａにスライド自在に挿入したガイド１０と、ガイド１０
に結合した命綱９とを備え、上記ガイド１０を楕円状リング２１と、リング２１の側部に
形成されて上記ピン３４の外径より大きい巾の割部２２とで構成させ、長い縦支柱３Ａを
パイプ３ａに挿入して建枠Ａに着脱自在に結合し、短い縦支柱２Ａを隣接する隣の建枠Ａ
における第３の取付部材２３に着脱自在に結合して横方向に連続して配置するようにし、
上記横支柱４Aを親綱用の支柱として利用しながら当該横支柱４Ａに上記ガイド１０をス
ライド自在に挿入したことを特徴とする先行手摺
【請求項２】
左右一対の建枠Ａ，Ａと、各建枠Ａ，Ａ間に架設した足場板１３とからなる枠組足場Ｂを
下方から上方に向けて順次組付ける際に順次上方に盛替えながら建枠Ａ，Ａに設置する先
行手摺において、左右一対の短い縦支柱２Ｃと長い縦支柱３Ｃと、各縦支柱２Ｃ，３Ｃに
ピン１２Ａを介して回転自在に軸支した複数の横支柱４Ｃ，４Ｃと、建枠Ａ，Ａの上部に
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設けられて一方の長い縦支柱３Ｃの下部を建枠Ａに着脱自在に結合する第１，第２の取付
部材７，８と、第１，第２の取付部材７，８に結合したパイプ３ａと、上記横支柱４にス
ライド自在に挿入したガイド１０と、ガイド１０に結合した命綱９とを備え、上記ガイド
１０を上記横支柱４に挿入した中空なガイド本体１０ａと、ガイド本体１０ａに垂設した
命綱取付金具１０ｃと、ガイド本体１０ａの側部に形成した上記ピン１２Ａの外径より大
きい巾の割部１０ｂとで構成し、長い縦支柱３Ｃをパイプ３ａに挿入して建枠Ａに着脱自
在に結合し、横支柱４Ｃ，４Ｃの端部を短い縦支柱２Ｃより横方向に突出させて隣接する
隣の先行手摺における横支柱４Ｃ，４Ｃの端部に着脱自在に挿入して横方向に連続して配
置させ、上記横支柱４を親綱用の支柱として利用しながら当該横支柱４に上記ガイド１０
を挿入したことを特徴とする先行手摺
【請求項３】
左右一対の建枠Ａ，Ａと、各建枠Ａ，Ａ間に架設した足場板１３とからなる枠組足場Ｂを
下方から上方に向けて順次組付ける際に順次上方に盛替えながら建枠Ａ，Ａに設置する先
行手摺において、左右一対の短い縦支柱１０２と長い縦支柱１０３と、各縦支柱１０２，
１０３にピン１１２を介して回転自在に軸支した横支柱１０４と、長い縦支柱１０３の下
部に設けられて当該縦支柱１０３を建枠Ａの下部に着脱自在に結合する第１，第２の取付
部材７０，８０と、上記横支柱１０４に横方向と回転方向とに移動自在に挿入したガイド
１００と、ガイド１００に結合した命綱９とを備え、上記横支柱１０４を上下一対の支柱
１０４Ａ、１０４Ｂと、これらの支柱１０４Ａ、１０４Ｂの中央に回転自在に架設した中
央支柱１０４Ｃとで構成し、上記ガイド１００を上記横支柱１０４に挿入した中空なガイ
ド本体１０１と、ガイド本体１０１の側部に設けた命綱取付用のリング１００ｃと、ガイ
ド本体１０１に長手方向に沿って形成した割部１１３とで構成し、上記横支柱１０４を親
綱用の支柱として利用しながら当該横支柱１０４に上記ガイド１００を挿入したことを特
徴とする先行手摺。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、建築・土木工事現場に設置される枠組足場その他同様の足場を縦横に多段に組
付ける際に、順次上方に盛替えて足場の組立を安全に行うのに使用する先行手摺に関し、
特に、命綱を接続する親綱にも利用できる先行手摺に関する。
【背景技術】
【０００２】
一般に、建築・土木工事現場では、特許文献１，２に示す様に、作業位置に対応して通路
や足場板を設置し、この通路の両サイドに相対向する一対の支柱と、この支柱間に親綱を
架設し、この親綱に命綱の端部を結合したり、スライド自在に取り付けて作業者の安全を
図っている。即ち、作業者の身体に巻き付けた命綱を親綱に接続することにより足場の通
路を作業者が歩行したり、作業をしている最中に足場から踏み外して下方に落下してもこ
の命綱で作業者が地上まで落下するのを防止している。
【０００３】
他方、建築・土木工事の現場では枠組足場が設置される場合が多く、この枠組足場を縦横
に組付ける場合は、例えば特許文献３に示すように、あらかじめ下段の足場板上で先行手
摺を上方に設置し、この先行手摺を利用して安全を図りながら更に上方に建枠や足場板を
組付ける作業を行っている。即ち、枠組足場を上方に順次組付ける際に常に先行して先行
手摺を盛替えて行っている。
【特許文献１】実公平６－５８０４４号公報（図２）
【特許文献２】特許第３３１１７４２号公報（図２）
【特許文献３】特開２００２－２０１７９２号公報（図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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通路の両サイドに親綱を設けるのは普通、この通路の両サイドに手摺が設置されていない
場合が多い。この為、手摺が設置されていないと、どうしても作業中に高所の通路から作
業者が足を踏み外して通路下方に落下する危険がある。この際命綱で作業者を支えている
ため、地上まで落下したり、通路下方の障害物に衝突することはある程度防止される。
【０００５】
しかしながら、上記特許文献１，２に開示された親綱は、ロープであるから、作業者が落
下したときこのロープが撓んだり、伸びたりするため、若干の緩衝効果は期待できるが、
ロープが撓んだり、伸びた分の距離だけ作業者は下方に落下することになり、落下高さに
応じて作業者に対する荷重が大きくなる。この荷重が大きくなるとその分命綱で作業者の
身体に対する締付力も大きくなり、危険であってその対策の開発が要望されている。
【０００６】
他方、先行手摺を配置した枠組足場では、この先行手摺を利用して作業者の安全が図られ
ているが、それでもなお足場板を踏み外した作業者が手摺の隙間等から下方に落下する危
険があり、その改善が望まれている。
【０００７】
そこで、本発明の目的は、作業通路や足場板から作業者が落下しても作業者に大きな荷重
がかからないようにした親綱を兼ねた先行手摺を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明の一つの先行手摺は、左右一対の建枠Ａ，Ａと、各建
枠Ａ，Ａ間に架設した足場板１３とからなる枠組足場Ｂを下方から上方に向けて順次組付
ける際に順次上方に盛替えながら建枠Ａ，Ａに設置する先行手摺において、左右一対の短
い縦支柱２Ａと長い縦支柱３Ａと、各縦支柱２Ａ，３Ａにピン３４，３４を介してそれぞ
れ回転自在に軸支した複数の横支柱４Ａ，４Ｂと、建枠Ａ，Ａの上部に設けられて各縦支
柱２Ａ，３Ａの下部を建枠Ａ，Ａに着脱自在に結合する第１，第２，第３の取付部材７，
８，２３と、第１，第２の取付部材７，８に結合したパイプ３ａと、上記横支柱４Ａにス
ライド自在に挿入したガイド１０と、ガイド１０に結合した命綱９とを備え、上記ガイド
１０を楕円状リング２１と、リング２１の側部に形成されて上記ピン３４の外径より大き
い巾の割部２２とで構成させ、長い縦支柱３Ａをパイプ３ａに挿入して建枠Ａに着脱自在
に結合し、短い縦支柱２Ａを隣接する隣の建枠Ａにおける第３の取付部材２３に着脱自在
に結合して横方向に連続して配置するようにし、上記横支柱４Aを親綱用の支柱として利
用しながら当該横支柱４Ａに上記ガイド１０をスライド自在に挿入したことを特徴とする
ものである。
同じく、他の手段は、左右一対の建枠Ａ，Ａと、各建枠Ａ，Ａ間に架設した足場板１３と
からなる枠組足場Ｂを下方から上方に向けて順次組付ける際に順次上方に盛替えながら建
枠Ａ，Ａに設置する先行手摺において、左右一対の短い縦支柱２Ｃと長い縦支柱３Ｃと、
各縦支柱２Ｃ，３Ｃにピン１２Ａを介して回転自在に軸支した複数の横支柱４Ｃ，４Ｃと
、建枠Ａ，Ａの上部に設けられて一方の長い縦支柱３Ｃの下部を建枠Ａに着脱自在に結合
する第１，第２の取付部材７，８と、第１，第２の取付部材７，８に結合したパイプ３ａ
と、上記横支柱４にスライド自在に挿入したガイド１０と、ガイド１０に結合した命綱９
とを備え、上記ガイド１０を上記横支柱４に挿入した中空なガイド本体１０ａと、ガイド
本体１０ａに垂設した命綱取付金具１０ｃと、ガイド本体１０ａの側部に形成した上記ピ
ン１２Ａの外径より大きい巾の割部１０ｂとで構成し、長い縦支柱３Ｃをパイプ３ａに挿
入して建枠Ａに着脱自在に結合し、横支柱４Ｃ，４Ｃの端部を短い縦支柱２Ｃより横方向
に突出させて隣接する隣の先行手摺における横支柱４Ｃ，４Ｃの端部に着脱自在に挿入し
て横方向に連続して配置させ、上記横支柱４を親綱用の支柱として利用しながら当該横支
柱４に上記ガイド１０を挿入したことを特徴とするものである。
【０００９】
同じく、他の先行手摺は、左右一対の建枠Ａ，Ａと、各建枠Ａ，Ａ間に架設した足場板１
３とからなる枠組足場Ｂを下方から上方に向けて順次組付ける際に順次上方に盛替えなが
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ら建枠Ａ，Ａに設置する先行手摺において、左右一対の短い縦支柱１０２と長い縦支柱１
０３と、各縦支柱１０２，１０３にピン１１２を介して回転自在に軸支した横支柱１０４
と、長い縦支柱１０３の下部に設けられて当該縦支柱１０３を建枠Ａの下部に着脱自在に
結合する第１，第２の取付部材７０，８０と、上記横支柱１０４に横方向と回転方向とに
移動自在に挿入したガイド１００と、ガイド１００に結合した命綱９とを備え、上記ガイ
ド１００を上記横支柱１０４に挿入した中空なガイド本体１０１と、ガイド本体１０１の
側部に設けた命綱取付用のリング１００ｃと、ガイド本体１０１に長手方向に沿って形成
した割部１１３とで構成し、上記横支柱１０４を上下一対の支柱１０４Ａ、１０４Ｂと、
これらの支柱１０４Ａ、１０４Ｂの中央に回転自在に架設した中央支柱１０４Ｃとで構成
し、上記横支柱１０４を親綱用の支柱として利用しながら当該横支柱１０４に上記ガイド
１００を挿入したことを特徴とする。
【００１０】
【００１１】
【発明の効果】
【００１２】
本発明による先行手摺によれば、枠組足場等を順次上方に組付ける際にその都度上方に盛
替えることで、上方の建枠や足場板や固定の手摺を設置する作業が安全に行える。
【００１３】
しかも横支柱が親綱用の支柱として利用され、これにガイドを介して命綱を接続した為、
仮に作業者が落下しても横支柱は大きく撓んだり伸びたりしないために作業者の落下距離
は従来のロープの場合に比べて短くでき、これにより作業者に対する荷重、衝撃を小さく
でき、作業者に対する安全性が向上する。即ち、横支柱が剛体である為作業通路や足場板
から作業者が落下しても作業者に大きな荷重がかからず安全である。
【００１４】
更に、枠組足場が横方向に連続していてもガイドが横支柱に沿って移動する為どの位置で
あっても常に作業者には命綱を介して横支柱で支えられていて安全である。
特に、請求項１、２の発明によれば、横支柱を軸支するピンが横方向に張出していても、
割部がピンをまたいで一方の先行手摺側の横支柱から隣接する他方の先行手摺の横支柱ま
で通過できる。
さらに、請求項３の発明によれば、ガイドが横方向と回転方向に移動自在に挿入されてい
るから、横支柱が連続して横方向に接続されていても、縦支柱に結合されているピンを割
部が通過できるので、ガイド本体は、横支柱に沿って横方向にスライドできる。
一方、ガイド本体が、中央支柱の位置に来たときはガイド本体を９０度回転して割部下向
きの位置に変更し、これにより、割部が中央支柱を通過でき、ガイド本体を中央支柱と干
渉させることなく横方向にスライドできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
以下課題を解決するためのいろいろな実施の形態を図に基づいて説明するが、請求項１の
発明に対応する実施の形態は図１８に示され、請求項２の発明に対応する実施の形態は図
２２に示され、請求項３の発明に対応する実施の形態は図３４に示されている。
先行手摺の基本構造は、図１、図２に示すように、左右一対の建枠Ａ，Ａと、各建枠Ａ，
Ａ間に架設した足場板１３とからなる枠組足場Ｂを下方から上方に向けて順次組付ける際
に順次上方に盛替えながら建枠Ａ，Ａに設置するものである。
【００１６】
即ち、この先行手摺１は、左右一対の縦支柱２，３と、各縦支柱２，３の上端部に回転自
在に軸支した横支柱４と、各縦支柱２，３に設けられて当該縦支柱２，３の下部を建枠Ａ
，Ａに着脱自在に結合する第１，第２の取付部材７，８とを備え、上記横支柱４を親綱用
の支柱として利用しながら当該横支柱４に命綱９を結合したガイド１０をスライド自在に
挿入したものである。この場合ガイド１０は、図６、図７に示すように構成されている。
【００１７】
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即ち、一つの縦支柱２，３の両サイドに一対のブラケット１１，１１を結合し、このブラ
ケット１１，１１に対して左右一対の横支柱４，４がピン１２，１２を介して回転自在に
軸支され、ガイド１０が各横支柱４，４にスライド自在に挿入したガイド本体１０ａと、
ガイド本体１０ａに垂設した命綱取付金具１０ｃと、ガイド本体１０ａの側部に上記ピン
１２の外径より大きい巾の割部１０ｂを形成している。
【００１８】
以下、更に詳しく説明すると、建築・土木工事の現場で使用される枠組足場Ｂは、図１に
示すように、建枠Ａを縦方向と横方向に多数組付け、各横方向に隣接する建枠Ａ，Ａ間に
足場板１３とブレス２４と固定手摺（図示せず）を架設している。
【００１９】
下段の建枠Ａ，Ａ上方に上段の建枠Ａを結合する場合には、あらかじめ下段側の足場板１
３上で先行手摺１で作業の安全を図りながら下方の建枠Ａ上に上方の建枠Ａと足場板１３
を取付け、次いで、現在使用中の先行手摺１を上方に盛替えてこれを上記のようにあらか
じめ設置した建枠Ａ，Ａに固定し、この手順を順次繰り返しながら、即ち、先行手摺１を
盛替えながら枠組足場Ｂを上方に組み付けて行く。
【００２０】
建枠Ａは、公知のように、前後一対の縦材５，５と、縦材５，５間に一体に架設した横材
６とからなり、この建枠Ａ，Ａを横方向を複数起立した後に隣接する建枠Ａ，Ａの横材６
，６間に足場板１３を架設して枠組足場Ｂを構成させる。
【００２１】
先行手摺１は、上記したように、左右一対の縦支柱２，３と、縦支柱２，３に軸支した一
つ又は複数の伸縮自在な横支柱４と、縦支柱２，３の下部に設けた第１、第２の取付部材
７，８とを備え、第１，第２の取付部材７，８を介して縦支柱２，３が下方の建枠Ａにお
ける縦材５の上部に着脱自在に結合される。
【００２２】
第１の取付部材７は、図３、図４に示すように、縦支柱２，３の下部と結合した水平ブラ
ケット７ａからなる抱持板と、このブラケット７ａに直交して一体に結合した引掛板７ｂ
とからなり、水平ブラケット７ａに形成した湾曲面ａ，ｂで縦材５を抱持しながら引掛板
７ｂを横材６上に結合して下方への落下を防止している。
【００２３】
同じく、他の第２の取付部材８は、図３、図５に示すように、縦支柱２，３の下部に結合
したフック状の係止板８ａと、係止板８ａに設けたガイド８Ｃと、係止板８ａに対してガ
イド８Ｃを介して差し込んだ楔８ｂとからなり、係止板８ａの湾曲面Ｃと楔８ｂとで縦材
５を挟持して縦支柱２，３の倒れを防止している。
【００２４】
先行手摺１を上方に盛替える場合には、図１において、まず、左側の縦支柱２における第
１，第２の取付部材７，８をはずし、次いでこの縦支柱２を上方に引き上げてあらかじめ
結合しておいた縦材５の上部に再び第１，第２の取付部材７，８を介して結合する。この
時、縦支柱２の引き上げに従って横支柱４が伸長する。
【００２５】
次に、右側の縦支柱３の第１，第２の取付部材７，８をはずし、次いで、この縦支３を上
方に引き上げてあらかじめ設置してある上方の縦材５の上部に再び上記の第１，第２の取
付部材７，８を介して結合する。この時、伸長していた横支柱４は短縮する。
【００２６】
横支柱４の長さは、単一の足場板１３の長さ分に設定しても良く、図１の中間に示すよう
に、二枚以上の足場板１３の合計の長さ分に設定しても良い。更に、一本のパイプから構
成しても良く、アウターパイプとインナーパイプとで伸縮自在に構成しても良い。
【００２７】
上記先行手摺１の横支柱４には上記したように命綱９の取付用のガイド１０が挿入されて
いることにより、この該支柱４を従来のロープ、ワイヤ等からなる親綱に代えて親綱用の
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支柱として利用できる。
【００２８】
この横支柱４は、剛性のあるパイプ等の支柱から構成されていることにより、仮に作業者
が落下してもこの横支柱４自体は大きく撓むことが無いのでロープ等に比べて落下距離を
小さくできる。
【００２９】
ガイド１０は、横支柱４に対してスライド自在に挿入され、又中空な半割筒状のガイド本
体１０ａに長手方向に沿って割部１０ｂが形成されていることにより、上記のように横支
柱４を軸支するピン１２が横方向に張出していても、図７に示すように、割部１０ｂがピ
ン１２をまたいで一方の先行手摺１側の横支柱４から隣接する他方の先行手摺１の横支柱
４まで通過できる。
【００３０】
尚、第１，第２の取付部材７，８は、建枠Ａの縦材５に着脱自在に固定しても良く、例え
ば、図１７に示すように、第１，第２の取付部材７，８を縦材５の上部にあらかじめ着脱
自在に固定しておき、この第１，第２の取付部材７，８にパイプ３ａを結合して全体の取
付部材２５を構成しておく。この状態で、縦支柱２，３の下部をこのパイプ３ａに着脱自
在に差し込み、両者をピン結合しても良い。
【００３１】
次に、図８乃至図１６は、本発明の他の実施の形態に係る先行手摺１を示すもので、この
先行手摺１２の基本的構造や使用方法は、図１に示す先行手摺１の場合と実質的に同じで
ある。
【００３２】
即ち、この先行手摺１は、左右一対の建枠Ａ，Ａと、各建枠Ａ，Ａ間に架設した足場板１
３とからなり枠組足場Ｂを下方から上方に向けて順次組付ける際に順次上方に盛替えなが
ら建枠Ａ，Ａに設置するものである。
【００３３】
これは、左右一対の縦支柱２，３と、各縦支柱２，３の上端部に回転自在に軸支した横支
柱４と、各建枠Ａ，Ａの上部に設けられて上記各縦支柱２，３の下部を建枠Ａ，Ａに着脱
自在に結合させる取付部材４３とを備え、上記横支柱４を親綱用の支柱として利用しなが
ら当該横支柱４に命綱９を結合したガイド１０をスライド自在に挿入したことを特徴とす
る。
【００３４】
更に、一方の縦支柱３の上端部にブラケット１１を結合し、このブラケット１１に横支柱
４の右端部がピン１２を介して回転自在に軸支され、対向する他方の縦支柱２の上端部に
ピン１２を介し、横支柱４の左端部が回転自在に軸支されている。
【００３５】
図９、図１１、図１２に示すように、取付部材４３は、建枠Ａの縦材５を抱持して固定さ
れた平面Ｕ字状のブラケット本体１４と、ブラケット本体１４の正面側上部に結合した二
又状の一対の上側アーム１５，１６と、同じくブラケット本体１４の下側に結合した二又
状の一対の下側アーム１９，２０と、上側アーム１５，１６と下側アーム１９，２０の各
端部に結合した一対のソケット１７，１８と、ブラケット本体１４の背面側上部に挿入し
たピン４０と、ブラケット本体１４の胴部に挿入した楔４９とで構成されている。
【００３６】
更に、図１５、ず１６に示すように、ガイド１０は、楕円状リング２１とリング２１の側
部に形成されてピン１２の外径より大きい巾の割部２２とで構成されている。
【００３７】
使用時において、ブラケット１４は、横材６の上部にピン４０で支えられて落下が防止さ
れており、又楔４９を差し込むことにより縦材５をこの楔４９とブラケット１４の内周と
で挟持することにより倒れを防止して常にソケット１７，１８を上方に垂直に起立してい
る。
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【００３８】
ピン４０は、着脱自在に挿入されており、上方に先行手摺１を盛替える場合は抜くように
なっている。但し後述するように、先行手摺１を据置き式の手摺として利用する場合はこ
のピン４０は固定しておいても良い。
【００３９】
上記のように、取付部材４３を建枠Ａたる縦材５に固定した状態で、図９に示すように左
側の縦材２の下部を一方のソケット１７に差し込み、右側の縦材３の下部を他方のソケッ
ト１８に差込むことにより先行手摺１が設置される。ソケット１７，１８に差し込んだ縦
支柱２，３はピン１７ａ，１８ａ等で抜け止めされている。
【００４０】
更に、図１３に示すように、下側アーム１９，２０の端部をソケット１７，１８の下端ま
で孔に対向して延ばすことにより、この下側アーム１９，２０で縦支柱２，３を支えても
良い。
【００４１】
その他の構造・作用は、図１の実施の形態に係る先行手摺１と同じである。但し、図１６
に示すように、ガイド１０をピン１２を通過させる場合は、リング２１を図の状態から上
方に引き上げ、割部２２をピン１２に対向して行う。
【００４２】
尚、図２４乃至図２６に示すように、ブラケット本体１４の背部フレーム１４ａを折り曲
げながら上方に長く起立し、足場板１３の両側に配置した巾木３０をキノコ形の係止ピン
３１に引っ掛けてで固定するようにしても良い。図２４における取付部材４３のその他の
構造、作用は上記した通りである。
【００４３】
次ぎに、図１８乃至図１９及び図２０乃至図２１は、本発明の他の実施の形態に係る先行
手摺１を示す。図１８の先行手摺１は、左右一対の建枠Ａ，Ａと、各建枠Ａ，Ａ間に架設
した足場板１３とからなる枠組足場Ｂを下方から上方に向けて順次組付ける際に順次上方
に盛替えながら建枠Ａ，Ａに設置する先行手摺である。これは、左右一対の短い縦支柱２
Ａと長い縦支柱３Ａと、各縦支柱２Ａ，３Ａ間に回転自在に軸支した一つ又は複数の上下
の横支柱４Ａ，４Ｂと、建枠Ａ，Ａの上部に設けられて各縦支柱２Ａ、３Ａの下部を建枠
Ａ，Ａに着脱自在に結合する第１，第２，第３の取付部材７，８，２３と、第１，第２の
取付部材７，８に結合したパイプ３ａとを備え、一方の横支柱４Ａを親綱用の支柱として
利用しながら当該横支柱４Ａに命綱９を結合したガイド１０をスライド自在に挿入したも
のである。
【００４４】
そして、例えば、右側の長い縦支柱３Ａをパイプ３ａに挿入して右側の建枠Ａに着脱自在
に結合し、次いで左側の短い縦支柱２Ａを隣接する左隣の建枠Ａにおける第３の取付部材
２３に着脱自在に結合して横方向に連続して配置するようにしたものである。取付順序は
上記と逆でも良い。この場合第１，第２の取付部材７，８とパイプ３ａは上記した図１７
の取付部材２５と同じである。
【００４５】
そして、第３の取付部材２３は、図１８に示すように、第１の取付部材７の側部に設けた
ロックピンで構成し、このロックピンに短い縦支柱２Ａの下部を着脱自在にピン結合させ
ている。他方，この第３の取付部材２３は、図２０に示すように、第１の取付部材７に設
けたソケット２３aとソケット２３aに直径方向に着脱自在に挿入して取りつけたロックピ
ンとからなり、短い縦支柱２Ａの下部をソッケト２３aに挿入した後このロックピンを横
方向から着脱自在に挿入して固定しても良い。
【００４６】
図１８、図２０に示す各実施の形態では第３の取付部材２３以外は両者実質的に同じであ
る。但し、図２０の実施の形態では縦支柱２Ａがソケット２３ａに差し込まれて安定して
いるからその上部はフリーで良いが、図１８の実施の形態のように縦支柱２Ａの下部がロ
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ックピンでピン結合されている場合は上部がふらふらする場合があるのでこの縦支柱２は
他方の縦支柱３Ａの上部で支えておく方が好ましい。
【００４７】
この為、図１８の実施の形態では一方の短い縦支柱２Ａの上端に支持片３１を連設し、こ
の支持片３１を左側に隣接する他の先行手摺１の長い縦支柱３Ａの上端部に差し込んで保
持させている。
【００４８】
即ち、支持片３１は、図１９に示すように、縦支柱２Ａの上端を扁平に押し潰すと共に直
角に折り曲げた水平板３１ａと、この水平板３１ａに形成した係止孔３２と、水平板３１
ａに差し込んだ楔型の弛み止めピン３３とで構成されている。
【００４９】
これにより、係止孔３２を介して支持片３１を長い縦支柱３Ａの上部に挿入し、次いで弛
み止めピン３３を挿入して固定させることにより短い縦支柱２Ａを安定して起立させる。
各縦支柱２Ａ，３Ａに対して横支柱４Ａ，４Ｂは、ピン３４，３４を介して回転自在に軸
支させている。
【００５０】
下方の第３の取付け部２３におけるピンは、図１８に示すように、短い縦支柱２Ａの下端
を扁平に押しつぶして支持片３５を形成し、この支持片３５に形成し係止孔に差し込むよ
うにしている。
【００５１】
尚、図１９（Ａ）に示すように、縦支柱２Ａ，３Ａに対して横支柱４Ａは若干正面側に離
れていてピン３４，３４で軸支され、これによりこのピン３４，３４をガイド１０が図７
で示す場合と同じように横方向に通過できるようになっている。その他の構成・作用は、
上記の各実施の形態の場合と同じである。
【００５２】
上記第１の取付部材７とパイプ２３ａとは図２１（Ａ）（Ｂ）に示されており、第１の取
付部材７はすでに述べた図４に示すものと同じであり、ソケット２３ａを水平ブラケット
７ａの側部に固定している。詳細は、同一の符号を附すことで省略する。
【００５３】
次に、図２２、図２３は、本発明の他の実施の形態に係る先行手摺を示すが、これは、上
記の各実施の形態と同じく左右一対の建枠Ａ，Ａと、各建枠Ａ，Ａ間に架設した足場板１
３とからなる枠組足場Ｂを下方から上方に向けて順次組付ける際に順次上方に盛替えなが
ら建枠Ａ，Ａに設置する先行手摺である。
【００５４】
そして、左右一対の短い縦支柱２Ｃと長い縦支柱３Ｃと、各縦支柱２Ｃ，３Ｃ間に回転自
在に軸支した一つ又は複数の横支柱４Ｃ，４Ｃと、建枠Ａ，Ａの上部に設けられて一方の
長い縦支柱３Ｃの下部を建枠Ａに着脱自在に結合する第１，第２の取付部材７，８と第１
，第２の取付部材７，８に結合したパイプ３ａと一方の横支柱４Ｃにスライド自在に挿入
したガイド１０とを備え、長い縦支柱３Ｃをパイプ３ａに挿入して建枠Ａに着脱自在に結
合し、横支柱４Ｃ，４Ｃの端部を短い縦支柱２Ｃより横方向に突出させて隣接する隣の先
行手摺１における横支柱４Ｃ，４Ｃの端部に着脱自在に挿入して横方向に連続して配置す
るようにしている。第１，第２の取付部材７，８はすでに説明したものと同じである。
【００５５】
隣接する横支柱４Ｃ，４Ｃ同志を接続するのは、次のように行う。即ち、各横支柱４Ｃの
左端は、扁平に押しつぶされており、これに支持片４ｄを接着し、この支持片４ｄの先端
にフック４ｅが形成されている。同じく横支柱４Ｃの右端には直交する方向に図６のもの
と同じ縦支柱３Ｃを軸支するピン１２が挿入されている。これにより一方の横支柱４Ｃの
左端支持片４ｄが隣接する左側の横支柱４Ｃの右端側に挿入され、フック４ｅをピン１２
に結合して抜けを防止させている。
【００５６】
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一方の短い縦支柱２Ｃの上下両端は扁平にした支持片２ｄとして構成し、この支持片２ｄ
をピン１２Ａを介して横支柱４Ｃの端部側に回転自在に軸支させている。その他の構成作
用は上記の各実施の形態と同じである。
【００５７】
図２７は、横支柱４等の他の実施形態に係り、これは、任意の長さのパイプ４５，４６を
ジョイント４６を介して接続したものである。この場合は、パイプ４５，４６の長さに関
係なく任意に接続して任意の長さで形成できる。
【００５８】
ジョイント４６は、軸４７を介して回転自在に結合した一対のロッド４８，４９と、一方
のロッド４８を軸支するピン５１と、他方のロッド４９の抜止め用のピン５０とで構成さ
れている。
【００５９】
図２８は、ガイド１０の他の実施の形態に係り、これは、断面Ｃ形に形成したレール式の
横支柱４に対してスライド自在に挿入した短いロッド１０Ａとロッド１０Ａに垂設したリ
ング１０Ｂとからなり、リング１０Ｂに命綱９の端部又は端部に結合した連結金具を引掛
けるようにしたものである。横支柱４は、Ｃ形状であるから、ガイド１０が横支柱４に対
して自由にカーテンレール式に横方向に移動できる。
【００６０】
図２９は、枠組足場Ｂに対して先行手摺１をそれぞれ据置き式に設置した場合と、盛替式
に設置した場合を示す。即ち、図中左側の先行手摺１は、枠組足場Ｂに対して一度上方に
盛替えた状態でそのままその位置に固定して設置する。
【００６１】
他方図中右側の先行手摺１はすでに述べたように順次上方に盛替えて使用するものである
。要するに、本発明の先行手摺１は基本的には順次盛替えて使用するものであるが、据置
きにも利用できるものである。その他の構造は、例えば、図１に示すものと同じである。
【００６２】
図３０乃至図３３は、本発明の先行手摺１を取付ける取付部材の他の実施の形態を示す。
この取付部材５０は左右一対の第１の抱持ブラケット５１，５２と、第１の抱持ブラケッ
ト５１，５２の正面側端部に設けられて相対向する第２の抱持ブラケット５３，５４と、
各第１の抱持ブラケット５１，５２の外端に結合した一対のソケット５５，５６と、各第
１の抱持ブラケット５１，５２同志を回転自在に結合させるフック型ピンからなる止め具
５７とで構成されている。
【００６３】
各第１の抱持ブラケット５１，５２は、互いに対向して重ね合わせた支持片５１ａ，５２
ａを備え、各支持片５１ａ，５２ａには止め具５７を挿入する孔Ｏを有している。
【００６４】
即ち、この孔Ｏは、図３２に示すように、フック型の止め具５７における支持ロッド５７
aの上端に連設した楔形係止爪５７ｂをそれぞれ着脱自在に挿入するようになっている。
【００６５】
各第１の抱持ブラケット５１，５２と第２の抱持ブラケット５３，５４は内周に湾曲面Ｐ
，Ｑ，Ｒ，Ｓを形成し、図３０に示すように、建枠Ａの縦材５を抱持してこの縦材５に着
脱自在に固定されている。
【００６６】
第２の抱持ブラケット５３，５４は、図３１に示すように、中央に湾曲面Ｕ，Ｖを備え、
この湾曲面Ｕ，Ｖを介して第２の抱持ブラケット５３，５４が建枠Ａの横材６を包み込ん
で挟持する。
【００６７】
図３０、図３１に示すように、取付部材５０が建枠Ａの縦材５と横材６に固定した状態で
隣接する先行手摺１，１における右側縦支柱柱３と左側の縦支柱２が着脱自在に挿入され
、それぞれピンＲでピン結合される。
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【００６８】
左側の第１の抱持ブラケット５１の支持片５１ａ内に右側の第１の抱持ブラケット５２の
支持片５２ａを回転自在に挿入し、止め具５７における支持ロッド５７ａに巻き付けたコ
イルスプリングＳＰの各端部を各支持片５１ａ，５２ａに結合し、このコイルスプリング
ＳＰの付勢力で止め具５６を回転方向に付勢している。
【００６９】
取付部材５０を建枠Ａの縦材５に取付ける場合は、まず、図３３に示すように、止め具５
７の係止爪５７ｂを抜いておいた状態で右側の第１の抱持ブラケット５２を反時計方向に
回転する。
【００７０】
この状態で左側の第１の抱持ブラケット５１を横方向から縦材５と横材６の側面まで差し
込み、次いで、右側の第１の抱持ブラケット５１を時計方向に回転することにより一対の
第１の抱持ブラケット５１の湾曲面Ｐ，Ｑで縦材５を挟んで抱持し、同時に一対の第２の
抱持ブラケット５３、５４の湾曲面Ｕ，Ｖで横材６を挟持する。
【００７１】
次いで、止め具５７の爪５７ｂを孔Oに差し込んで各支持片５１ａ，５２ａ同志を結合す
る。この際止め具５７の爪５７ｂを若干扁心させた上下の孔Ｏ，Ｏ内に強制的に挿入させ
ることにより楔効果を発揮し、右側の第1の抱持ブラケット５２を時計方向に更に回転さ
せて縦材５に対する締付力を向上させる。同じく、コイルスプリングＳＰで回転方向に付
勢されている各第１の抱持ブラケット５２と第２の抱持ブラケット５４の挟持力は弛むの
が防止される。その他の構造、作用はすでに述べた実施の形態と同じである。
【００７２】
次に、図３４から図３９は、本発明の先行手摺とガイドの他の実施の形態を示す。
【００７３】
この先行手摺１０１は、上記の実施の形態と同じく、左右一対の建枠Ａ，Ａと、各建枠Ａ
，Ａ間に架設した足場板１３からなる枠組足場Ｂを下方から上方に向けて順次組付ける際
に順次上方に盛り替えながら建枠Ａ，Ａに設置するものである。
【００７４】
そして、この先行手摺１０１は、左右一対の短い縦支柱１０２と長い縦支柱１０３と、各
縦支柱１０２，１０３間に回転自在に軸支した正面エ字状の横支柱１０４と、長い縦支柱
１０３の下部に設けられて当該縦支柱１０３を建枠Ａの下部に着脱自在に結合する第１，
第２の取付部材７０，８０と、横支柱１０４に横方向と回転方向とに移動自在に挿入した
命綱取付け用のガイド１００とを備えている。
【００７５】
そして、長い縦支柱１０３を第１，第２の取付部材７０，８０を介して例えば左側の一方
の建枠Ａに結合し、短い縦支柱１０２を隣接する右側の建枠Ａに結合した第１の取り付け
部材７０に取付ける。
【００７６】
ガイド１００は、横支柱１０４を親綱用の手摺として利用しながらこの横支柱１０４に挿
入され、その胴部に親綱を取付けるリング１００Ｃが設けられている。
【００７７】
図３４、図３５に示すように、横支柱１０４は、上下一対の支柱１０４Ａ，１０４Ｂと、
これらの支柱１０４Ａ，１０Ｂの中央に回転自在に架設した中央支柱１０４Ｃとからなり
、上記のように正面エ字状に構成されている。
【００７８】
図３７、図３８に示すように、支柱１４Ａ，１０４Ｂの両端は、扁平に形成されていて、
それぞれ縦支柱１０２，１０３の上端にピン１１２を介して回転自在に軸支されている。
【００７９】
第１の取付部材７０は、長い縦支柱１０３胴部に結合した水平な抱持板１０５と、抱持板
１０５の端部に結合されて起立する巾木取付用の支持板１０６と、上記抱持板１０５に縦
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支柱１０３と対向して結合したソケット１０７都から構成されている。
【００８０】
抱持板１０５の中央には、建枠Ａにおける建材５を挿入させる切欠き孔１０８が形成され
、支持板１０６の下部には、建枠Ａにおける横材５に結合して支持される湾曲溝１０９が
形成され、また、この支持板１０６の側面には、巾木取付け用のブラケット１１０とキノ
コ型のピン１１１が設けられている。第２の取付部材８０は、図５に示す取付部材８と同
じである。
【００８１】
これにより、建材５に切欠き孔１０８を介して抱持板１０５を挿入し、支持板１０６を湾
曲溝１０９を介して横材６上に載置し、さらに、第２の取付部材８０を建材５に締結し、
長い縦支柱１０３を建材５の外側Ｑに固定する。
【００８２】
他方、図３４に示すように、横支柱１０４の左側を長い縦支柱３に軸支させておき、次い
で、この軸支部を支点にして横支柱１０４を矢印Ｘ方向に回転して上昇させ、さらに、右
側の短い縦支柱１０２の下部を隣接する他の右側の建材５にあらかじめ固定されている第
２の取付部材７０におけるソケット１０７に挿入する。
【００８３】
ガイド１００は、図３７から図３９に示すように、長い半割の筒状ガイド本体１０１と、
ガイド本体１０１の胴部にブラケット１００Ｂを介して吊設した取付金具たるリング１０
０Ｃと、ガイド本体１０１に長手方向に沿って形成した割部１１３とで構成され、割部１
１３の両側には、湾曲させたり、傾斜させたりしたガイド面１１５，１１６が形成されて
いる。
【００８４】
このため、あらかじめリング１００Ｃに図２に示すような命綱９を結合させた状態でガイ
ド本体１０１を横支柱１０４における上側支柱１０４Ａにスライド自在に挿入しておく。
【００８５】
この状態では、図３８に示すように、横支柱１０４が連続して横方向に接続されていても
、縦支柱１０２に結合されているピン１１２を割部１１３が通過できるので、ガイド本体
１０１は、横支柱１０４に沿って横方向にスライドできる。
【００８６】
一方、ガイド本体１０１が、例えば、図３４において中央支柱１０４Ｃの位置に来たとき
はこの中央支柱１０４Ｃとガイド本体１０１が干渉する。
【００８７】
このため、図３９に示すように、この位置ではガイド本体１０１を９０度回転して割部１
１３下向きの位置に変更する。
【００８８】
これにより、割部１１３が中央支柱１０４Ｃを通過でき、ガイド本体１０１を中央支柱１
０４Ｃと干渉させることなく横方向にスライドできる。
【００８９】
図４０、図４１は、本発明に係るガイド１００の他の実施の形態を示すものである。
【００９０】
このガイド１００は、半割筒状ガイド本体１１７と、ガイド本体１１７の胴部に結合した
命綱取付用のリング１１８と、ガイド本体１１７に長手方向に沿って形成した割部１１９
と、割部１１９の両サイドに連設したラッパ型の入口１２０と。ガイド本体１１７内に回
転自在に軸支されて割部１１９を閉じる方向に附勢された一つまたは複数の係止片１２１
とで構成されている。
【００９１】
このため、このガイド１００を上記した図３４に示す横支柱１０４の支柱１０４Ａにスラ
イド自在に挿入したとき、図４１に示すように、係止片１２１を回転させながら中央支柱
１０４Ｃを割部１１９が通過できる。
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【００９２】
また、このガイド１００が横方向に連続する二つの横支柱１０４，１０４を通過する時は
、図３８の実施の形態で説明したように、ガイド本体１１７を９０度回転し、縦支柱１０
２に結合したピン１１２を通過できる。
【００９３】
図４２、図４３は、ガイド１００の他の実施の形態を示す。
【００９４】
上記した図４０のガイド１００は、係止片１２１を同一方向に三つ設けているのに対して
、図４２の実施の形態では、係止片１２１Ａを互い違いに三つ設けたものであり、図４３
の実施の形態では、短い係止片１２１Ｃ，１２１Ｃを二つ対向して回転自在に設け、各係
止片１２１Ｃ，１２１Ｃを三組設けたものである。
【００９５】
他の構成、作用、効果は、図４０、図４１の実施の形態の場合と同じである。
【００９６】
図４４、図４５、図４６は、ガイド１００の他の実施の形態を示す。これらは、横支柱１
０４を中空で半割型のパイプ材で成形した場合に、このパイプ材内にガイド１００をスラ
イド自在に挿入して使用する場合に適用するものである。
【００９７】
図４４の実施の形態では、割部１２８を横方向に形成したパイプ支柱１２５内にガイド１
００をスライド自在に挿入したもので、これは、パイプ支柱１２５内に挿入したスライダ
ー１２５と、このスライダー１２５にブラケットを介して結合した命綱取付け用のリング
１２２とからなるものである。
【００９８】
このため、パイプ支柱１２５がピン１１２を介して縦支柱１０２に結合してあっても、ス
ライダー１２５は、パイプ支柱１２５内をスライドし、ピン１１２には干渉することなく
横方向に移動できる。
【００９９】
図４５の実施の形態は、パイプ支柱１２５の割部１２８が上向きに開口しており、図４６
の実施の形態では割部１２８が下向きに開口しており、ガイド１００が上向きになってい
るか、下向きになっているだけで作用効果は、図４４の実施の形態と同じである。
【０１００】
図４７、図４８は、上記１７に示す第１，第２の取付部材７，８の変形例を示す他の実施
の形態に係るものである。
【０１０１】
即ち、先行手摺１に係る縦支柱３の下部をソケット３ａに挿入し、ソケット３ａに第１，
第２の取付部材７，８を設け、この各取付部材７，８を介して縦支柱３を建枠Ａの横材６
と建材５に結合するものである。
【０１０２】
第１の取付部材７は、図４８（Ｂ）に示すように、ソケット３ａの側部に結合した水平な
抱持板１３０と、抱持板１３０の外周に起立した支持片１３１と、抱持板１３０の中央に
形成した建材５を挿入する抱持溝１３２と、支持片１３１に着脱自在に挿入されて板材６
に係合する楔１３３とで構成されている。
【０１０３】
同じく、第２の取付部材８は、ソケット３ａの側部下方に結合した水平な他の抱持板１３
３と、抱持板１３３の中央に形成した抱持溝１３５と、抱持板１３３の外周に起立する支
持片１３４と、この支持片１３４に着脱自在に挿入された楔１３６とからなり、抱持溝１
３５を建材５に挿入し、この抱持溝１３５の内周と上記楔１３６とでこの建材５を抱持し
て締付けることにより建材５の下方に第２の取付部材８が結合される。
【０１０４】
この為、図１７の場合と同じくソケット３ａに挿入した縦支柱３が第１，第２の取付部材
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７，８を介して建材５に結合できる。上記第１，第２の取付部材７，８はソケット３ａを
使用せず、直接縦支柱３の下部に結合しても良い。
【０１０５】
図４９図は、図４８の第１，第２の取付部材７，８の変更例を示し、これは、図４８の第
１，第２の取付部材７，８が一つのソケット３ａに結合しているのに対して、この図４９
の第１，第２の取付部材７，８はソケット３ｂ，３ｂを二つ設け、各ソケット３ｂ，３ｂ
に短い支柱２と長い支柱３とをそれぞれ挿入できるようにしたものである。その他の構造
，作用，効果は図４８の実施の形態と同じである。
【０１０６】
図５０は、先行手摺１の他の実施の形態を示し、これは、支柱部分を変更したものである
。即ち、これは左右一対の縦支柱２，３と、縦支柱２，３の上部に長さの異なるブラケッ
ト即ち短いブラケット１４０と長いブラケット１４１を介して両端を回転自在に軸支した
横支柱４と、各縦支柱２，３間に上下スライド自在にガイド筒１４２を介して挿入した補
助支柱４Ｅとから構成されている。この先行手摺１では折り畳むとき、図５０（Ｂ）に示
すように補助支柱４を上方にスライドさせ、次いでブラケット１４０、１４１における軸
を支点にして矢印Ｙ方向に各縦支柱２，３を折り曲げて横支柱４に重ねれば良い。横支柱
４には例えば図４０に示す命綱用のガイド１００がスライド自在に挿入される。
【０１０７】
図５１は、図５０の先行手摺１を変形した他の実施の形態を示す。これは、縦支柱２，３
に枢着した両側のブラケット１４３，１４３を介して横支柱４を結合し、各ブラケット１
４３，１４３間に補助支柱４Ｅを架設して固定したものである。
【０１０８】
この場合は、縦支柱２，３がブラケット１４３，１４３の枢着点を支点にして回転して折
り畳むことができる。横支柱４には上記と同じく命綱用のガイド１００がスライド自在に
挿入される。
【０１０９】
図５２から図５４は、本発明の先行手摺１の他の実施の形態を示し、これは手摺枠と取付
部材、命綱用のガイドを変更したものである。
【０１１０】
即ち、この先行手摺１は、上記の実施の形態と同じく左右一対の建枠Ａ，Ａと、各建枠Ａ
，Ａ間に架設した足場板１３とからなる枠組足場Ｂを下方から上方に向けて順次組付ける
際に順次上方に盛替えながら建枠Ａ，Ａに設置するものであって、左右一対の縦支柱２、
３と、各縦支柱２，３間に回転自在に軸支した横支柱４と、縦枠Ａ、Ａの上部に着脱自在
に固定されて横方向に隣接する隣同士の縦支柱２，３を着脱自在に差し込ませる取付部材
９０とを備え、上記横支柱４を親綱用の支柱として利用しながら当該横支柱４に命綱９を
結合しガイド１００を横方向又は横方向と回転方向とに移動自在に挿入したものである。
【０１１１】
この場合、手摺枠は、一対の縦支柱２，３と、各縦支柱２，３に取付部Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄと
ピンを介して回転自在に軸支した上下一対の固定又は伸縮自在な横支柱４Ｆ，４Ｇとから
なり、上方の横支柱４Ｆに命綱取付け用のガイド１００をスライド自在に挿入している。
【０１１２】
取付部材９０は、建枠Ａの建材５に固定され、この取付部材９０に隣接する隣側の先行手
摺１における各縦支柱２，３が着脱自在に差し込まれ、この取付部材９０を介して各縦支
柱２，３が建材５に装着されるようになっている。
【０１１３】
取付部材９０は、図５３に拡大して示すように、側面から見てコ字状に成形された上下一
対の抱持板１５０，１５１と、各抱持板１５０，１５１の正面側に垂設したブレス取付用
ブラケット１６０と、各抱持板１５０，１５１の両側部に固定して起立した二つのソケッ
ト１５２、１５３と、各抱持部１５０，１５１の中央に形成した建材５を挿入する抱持溝
１５４，１５５と、上側の抱持板１５０に形成した孔に上下方向及び回転方向移動自在に
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挿入したロックピン１５６と、下側の抱持板１５１の下側にブラケット１５７を介して挿
入した楔１５８とで構成されている。この取付部材９０は上下一対の抱持板１５０，１５
１を抱持溝１５４，１５５を介して建材５に横方向から挿入し、次いでロックピン１５６
を挿入してこのロックピン１５６と抱持溝１５４とで先ず建材５を挟持つし、次いで下方
の楔１５３を打ち込んでこの楔１５８と包持溝１５５とで建材５の下方部を挟持する。
【０１１４】
これにより、取付部材９０が建材５に固定され、この状態で一対の縦支柱２，３をソッケ
ット１５２，１５３に挿入する。この取付部材９０によれば、ロックピン１５６と楔１５
８を抜くことにより抱持板１５０，１５１が建材５からは任意に外すことが出来る為、据
え置きタイプとしても使用でき、盛替式にも使用でき、用途、仕様に応じて着脱できる。
【０１１５】
ブレス取付け用のブラケット１６０にはグラビティロック用のピン、又は挿し込み用の止
めグ６１が張出して設けられ、図５２に示すように、ブレス１６２の端部が着脱自在に取
付けられるようになっている。
【０１１６】
これは、角型パイプからなるガイド本体１７０と、ガイド本体１７０の下部に形成した割
部１７１と、割部１７１に連なるラッパ型の挿入口１７２と、ガイド本体１７０の側部に
設けた命綱取付け用のリング１７２とからなり、ガイド本体１７０を上方の支柱４Ｆにス
ライド自在に挿入し、薄く潰した取付部Ａ、Ｂを割１７１が通過できるようになっている
。 
図５５から図５９は、本発明の更に別の実施の形態を示すもので、この先行手摺１０１は
、図３４の実施の形態に類似しており、特に、第１の取付部２７０を変更したものである
。
【０１１７】
即ち、この先行手摺１０１は、左右一対の建枠Ａ，Ａと、各建枠Ａ，Ａ間に架設した足場
板１３とからなる枠組足場Ｂを下方から上方に盛替えながら建枠Ａ，Ａに設置するもので
ある。
【０１１８】
そして、この先行手摺１０１は、左右一対の縦支柱１０２，１０３と、各縦支柱1０２，
１０３間に回転自在に軸支した正面エ字状の横支柱１０４と、各縦支柱１０２，１０３の
下部に設けられて当該各縦支柱１０２，１０３を建枠Ａ，Ａの上部に着脱自在に結合する
第１の 取付部材２７０と第２の 取付部材８０と、横支柱１０４に横方向移動自在に挿入
した命綱取付け用のガイド１００とを備えている。
【０１１９】
そして、図５５に示すように、左側の縦支柱１０２を予め第１，第２の取付部材２７０，
８０を介して左側の縦枠Ａにおける建材５に結合しておき、次いで、横支柱１０４の左側
端部を支点にして下方から上方に向けて矢印Ｘで示すように回転させ、更に、右側の縦支
柱１０３を隣接する右側の縦枠のおける建材５に第１，第２の取付部材２７０，８０を介
して結合するものである。第２の取付部材８０は、図５に示すものと実質的に同じものが
使用される。
【０１２０】
第１の取付部材２７０は、図５６に示すように、各縦支柱１０２，１０３に結合された水
平な抱持板２７１と、に抱持板２７１の端部に結合されて起立する支持板２７２と、抱持
板２７１の中央に形成されて建材５を挿入する抱持溝２７３と、支持板２７２の下部に形
成されて横材６上に係合する係合溝２７４と、支持板２７２の正面側に設けた巾木取付け
用のブラケット２７５と、キノコ形の止めピン２７６とで構成されている。
【０１２１】
これにより、建材５に抱持溝２７３を介して抱持板２７１を挿入し、次いで、係合溝２７
４を横材６上に係合させ、この状態で第２の取付部材８０を介して縦支柱１０２，１０３
を建材５に固定すれば、各縦支柱１０２，１０３が建枠Ａ，Ａに固定できる。足場板１３
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の両側に巾木を起立する場合には、上記ブラケット２７５と止めピン２７６を利用して固
定すれば良い。
【０１２２】
角パイプからなる横支柱１０４における上下の支柱１０４Ａ、１０４Ｂの両端部１０４Ｄ
は、図５７に示すように、扁平に潰されて薄く成形され、この端部１０４Ｄには小径部と
大径部とを連続して形成した長孔１０４Ｅが形成されている。各支柱１０４Ａ，１０４Ｂ
にはスペーサ１０４Ｇが挿入されて外部から押し潰して止めることにより補強を図ってい
る。
【０１２３】
ガイド１００は、図５９に示すように、各角形パイプ状のガイド本体１００Ａと、ガイド
本体１００Ａの側部に長手方向に沿って形成した割部１００Ｅと、ガイド本体１００Ａの
胴部に設けた命綱取付け用の金具たるリング１００Ｆとからなり、ガイド本体１００Ａが
上部支柱１０４Ａにスライド自在に挿入され、横方向にスライドした時割部１００Ｅを介
して中央支柱１０４Ｃ側のブラケット１０４Ｆを通過出来るようになっている。
【０１２４】
更に、上記のガイド１００は、図６０に示すように、先行手摺１０１が横方向
に連続し、隣接する横支柱１０４における支柱１０４Ａ，１０４Ａ同士がその端部１０４
Ｄを介してピン結合されているような場合、割部１００Ｆがピン１１２と干渉することな
く通過できる。
【図面の簡単な説明】
【０１２５】
【図１】課題を解決する一実施の形態に係る先行手摺を取付けた枠組足場の正面図である
。
【図２】図１の先行手摺の拡大正面図である。
【図３】図２の右側図面である。
【図４】第１の取付け部材の平面図である。
【図５】第２の取付部材の平面図である。
【図６】第２の一部拡大平面図である。
【図７】ガイドの縦断拡大側面図である。
【図８】他の実施の形態に係る先行手摺を取付けた枠組足場の正面図である。
【図９】図８の先行手摺の拡大正面図である。
【図１０】図９の右側面図である。
【図１１】図９の取付部材の拡大正面図である。
【図１２】図１１の平面図である。
【図１３】図１１の底面図である。
【図１４】図９の一部拡大平面図である。
【図１５】他の実施の形態に係るガイドの正面図である。
【図１６】図１５の側面図である。
【図１７】他の実施の形態に係る取付部材の正面図である。
【図１８】請求項１の発明に対応する実施の形態に係る先行手摺の正面図である。
【図１９】（Ａ）（Ｂ）は、図１８の一部拡大平面図と正面図である。
【図２０】他の実施の形態に係る先行手摺の正面図である。
【図２１】（Ａ）（Ｂ）は、他の実施の形態に係る第１の取付部材の平面図と正面図であ
る。
【図２２】請求項２の発明に対応する実施の形態に係る先行手摺の正面図である。
【図２３】（Ａ）（Ｂ）は、図２２の一部拡大平面図と側面図である。
【図２４】巾木を連設した他の実施の形態に係る取付部材の平面図である。
【図２５】図２４の正面図である。
【図２６】図２４の右側面図である。
【図２７】他の実施の形態に係る横支柱の接続状態を示す一部正面図である。
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【図２８】他の実施の形態に係るガイドの側面図である。
【図２９】他の実施の形態に係る枠組足場の正面図である。
【図３０】他の実施の形態に係る取付部材の平面図である。
【図３１】図３０の正面図である。
【図３２】止め具を差し込んだ状態の図１の一部拡大断面図である。
【図３３】第１の抱持ブラケットを回転した状態の平面図である。
【図３４】請求項３の発明に対応する実施の形態に係る先行手摺の正面図である。
【図３５】（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）は図３４の手摺の分解正面図である。
【図３６】（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）は図３４の取付部材の正面図、底面図、側面図である。
【図３７】他の実施の形態に係るガイドの平面図である。
【図３８】（Ａ）（Ｂ）は図３８のガイドの正面図、側面図である。
【図３９】（Ａ）（Ｂ）は図３７のガイドを９０度回転させた状態の正面図、側面図であ
る。
【図４０】（Ａ）（Ｂ）は他の実施の形態に係るガイド側面図、正面図である。
【図４１】図４０のガイドの作動状態を示す底面図である。
【図４２】他の実施の形態に係るガイドの底面図である。
【図４３】他の実施の形態に係るガイドの底面図である。
【図４４】他の実施の形態に係るガイド側面図である。
【図４５】他の実施の形態に係るガイドの側面図である。
【図４６】他の実施の形態に係るガイドの側面図である。
【図４７】他の実施の形態に係る第１、第２の取付部材の側面図である。
【図４８】（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）は他の実施の形態に係る第１、第２の取付部材の正面図、
平 面図、底面図である。
【図４９】（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）は他の実施の形態に係る第１、第２の取付部材の正面図、
平 面図、底面図である。
【図５０】（Ａ）（Ｂ）は他の実施の形態に係る手摺支柱の正面図と折り畳んだ状態の正
面 図である。
【図５１】（Ａ）（Ｂ）は他の実施の形態に係る手摺支柱の正面図と折り畳んだ状態の正
面 図である。
【図５２】他の実施の形態に係る先行手摺の正面図である。
【図５３】（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）は他の実施の形態に係る取付部材の側面図、平面図、底面
図 である。
【図５４】（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）は他の実施の形態に係るガイドの底面図、側面図、平面図
で ある。
【図５５】他の実施の形態に係る先行手摺の正面図である。
【図５６】（Ａ）（Ｂ（Ｃ）は他の実施の形態に係る第１、第２の取付部材の側面図、正
面 図、平面図である。
【図５７】（Ａ）（Ｂ）は他の実施の形態に係る横支柱の端部の平面図、正面図である。
【図５８】（Ａ）（Ｂ）は図５７の横支柱の中間に設けたＬ形ブラケットの正面図、側面
図 である。
【図５９】（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）は他の実施の形態に係るガイドの平面図、正面図、側面図
で ある。
【図６０】図５９のガイドの作動状態を示す平面図である。
【符号の説明】
【０１２６】
Ａ 建枠
Ｂ 枠組足場
１，１０１ 先行手摺
２，３，２Ａ，３Ａ，１０２，１０３ 縦支柱
４，４Ａ，１０４ 横支柱
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５ 縦材
６ 横材
７，８，２３，４３，７０，８０，９０，２７０ 取付部材
９ 命綱
１０，１００ ガイド
１２，１１２ ピン
１３ 足場板
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